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塑性論アナロジーモデルを適用した      
新スウェーデン式サウンディング試験法の開発 

 



技術開発の背景 

1 
新しい調査方法の開発 



技術開発の概要と先導性 
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SWS試験 ＳＤＳ試験
荷重 6段階 7段階

計測項目
・載荷荷重
（または、
半回転数）

・載荷荷重
・回転トルク
・一回転あたりの沈下量

周面摩擦
の考慮

-
貫入量25cm毎にロッド
を１㎝引き上げて
ロッド周面摩擦を計測

SDSの特徴 



技術開発の効率性（研究項目と経費，体制） 
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①土質判定技術 ②基礎研究 
メカニズムに関する 

㈱日本住宅保証検査機構 

（及びジャパンホームシールド㈱） 

東京都市大学 

（地盤環境工学研究室） 

研究フィールドを用
意 

SDSの研究･開発者 

・様々な地盤でSDS試験を実施 

・研究材料となるデータ蓄積 

・試験機器の研究開発 

・土質判定の基礎技術 
（試験機メカニズム，スクリューポイント等） 

助成金
計画 実績 （千円）

①地盤の土質判定に関する技術開発 13,000 12,181

②土質判定メカニズムに関する基礎的研究 2,000 1,851

①地盤の土質判定に関する技術開発 22,000 23,202

②土質判定メカニズムに関する基礎的研究 3,000 1,777

40,000 39,011 19,505

経費（千円）
技術開発項目名等年度

H21

H22

合　　計

7,016

12,489
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実用化・市場化の状況 

4 

1台 5台 

H19年 H22年 H23年 H24年 H21年 H20年 

13台 

20台 

72台 

2006年6月 
基本的な 
研究開発 
スタート 

100台 

SWS法に比べてボーリング並に土質判定できることが 

次第に理解されるようになった結果である。  

台数 

調査件数 



技術開発の結果（成功点） 
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腐植土地盤を見つける 

SWS法 

深度－トルク
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深度－エネルギー
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深度－Cp’
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腐植土

沖積層

回転トルク エネルギー Ｃｐ

SDS法 

Ｃｐ値が小さい 

SWS法 
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良質地盤を見つける 

SWS試験では軟弱だが・・・ 

SDS試験では関東ローム 

腐植土と判定できる 



技術開発の結果（成功点） 
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dT/dWとCpによる土質判別が可能 
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SDS結果概略図（細粒土と粗粒土の見分け）
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SDS結果概略図（細粒土と粗粒土の見分け）

ボーリングの粒度組成
と先端トルクが一致 

砂質土と粘性土の判別が可能 
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技術開発の結果（今後の課題） 
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推定Fc＝ 
－0.58dT/dWD－0.16W0.25+6.8 

y = x
R² = 0.7586
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推定N値＝ 
17.5dT/dSt－3.7Cnl+3.3W0.25+3.4 

N値との 

相関性大 

推定細粒分含有率 
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Fcとの 

相関性大 
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目標 

・安価な調査経費による信頼度の高い液 

状化の判定。 

・ＳＤＳデータによる戸建住宅の基礎設計。 

さらなるデータ蓄積と 

基礎研究を要する 



今後の見通し 
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SDSの実行能力と今後の可能性 

土質判定精度の向上 

設計土質定数の評価 

戸建住宅調査における 
ＳＤＳ試験の 

さらにｕｐ!! 

必要性 認知度 

○印；現在の実力、☐印；数年後 

+ 


